
(57)【要約】

【課題】　装着溝の摩耗を防止して長寿命化を図り得る

シール部材装着構造およびシール部材共回り防止軸を提

供する。

【解決手段】　ゴム状弾性材製の環状のシール部材３０

が軸部材２０に設けられた装着溝２１に装着されハウジ

ング１０に摺動自在に密封接触するシール部材装着構造

において、装着溝２１のシール部材３０が密接する溝側

面２２にシール部材３０が部分的に食い込んでシール部

材の相対回転を阻止する切欠き４０を設ける。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 い に 同 心 的 に 相 対 回 転 自 在 に 組 み 付 け ら れ る ２ 部 材 間 の 環 状 隙 間 を シ ー ル す る も の で
、 ゴ ム 状 弾 性 材 製 の 環 状 の シ ー ル 部 材 が 一 方 の 部 材 に 設 け ら れ た 装 着 溝 に 装 着 さ れ 他 方 の
部 材 に 摺 動 自 在 に 密 封 接 触 す る シ ー ル 部 材 装 着 構 造 に お い て 、
　 前 記 装 着 溝 の 溝 側 面 に シ ー ル 部 材 が 部 分 的 に 食 い 込 ん で シ ー ル 部 材 の 相 対 回 転 を 阻 止 す
る 回 転 防 止 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る シ ー ル 部 材 装 着 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 回 転 防 止 手 段 は 、 シ ー ル 部 材 が 部 分 的 に 食 い 込 む 切 欠 き で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の シ ー ル 部 材 装 着 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 装 着 溝 が 設 け ら れ る 部 材 は 軸 部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載
の シ ー ル 部 材 装 着 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 軸 部 材 は 樹 脂 成 形 品 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の シ ー ル 部 材 装 着 構 造
。
【 請 求 項 ５ 】
　 切 欠 き は 前 記 軸 部 材 の 断 面 中 心 を 通 る 第 １ 中 心 線 に 対 し て 平 行 に 複 数 設 け ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の シ ー ル 部 材 装 着 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ハ ウ ジ ン グ の 軸 孔 に ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 所 定 の 環 状 隙 間 を 介 し て 相 対 回 転 自 在 に 組 み 付
け ら れ る も の で 、 外 周 に シ ー ル 部 材 が 装 着 さ れ る 装 着 溝 が 設 け ら れ た 軸 部 材 で あ っ て 、
　 前 記 装 着 溝 の 溝 側 面 に シ ー ル 部 材 が 部 分 的 に 係 合 し て シ ー ル 部 材 の 相 対 回 転 を 阻 止 す る
回 転 防 止 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る シ ー ル 部 材 共 回 り 防 止 軸 部 材 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 軸 部 材 は 樹 脂 成 形 品 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の シ ー ル 部 材 共 回 り 防
止 軸 部 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 た と え ば 高 圧 下 で 使 用 す る シ ー ル 部 材 の 装 着 部 に 好 適 な シ ー ル 部 材 装 着 構 造
お よ び シ ー ル 部 材 共 回 り 防 止 軸 部 材 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の こ の 種 の シ ー ル 部 材 の 装 着 構 造 は 、 互 い に 同 心 的 に 相 対 回 転 自 在 に 組 み 付 け ら れ
る ２ 部 材 間 の 環 状 隙 間 に ゴ ム 状 弾 性 材 製 の 環 状 の シ ー ル 部 材 が 設 け ら れ 、 こ の シ ー ル 部 材
が 一 方 の 部 材 に 設 け ら れ た 装 着 溝 に 装 着 さ れ 他 方 の 部 材 に 対 し て 摺 動 自 在 に 密 封 接 触 す る
よ う に な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 従 来 の 装 着 溝 の 溝 底 面 お よ び 溝 側 面 は 平 面 で シ ー ル 部 材 と の 摩 擦 力 が 小 さ く 、
シ ー ル 部 材 と 装 着 溝 と の 静 止 摩 擦 ト ル ク よ り も 他 方 の 部 材 と の 摺 動 摩 擦 ト ル ク が 大 き く な
っ て シ ー ル 部 材 が 摺 動 側 の 部 材 と 共 回 り し て し ま う 場 合 が あ る 。 そ う な る と 、 シ ー ル 部 材
が 装 着 溝 の 溝 側 面 や 溝 底 面 と 摺 動 し て 早 期 磨 耗 を 招 く お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 に 、 装 着 溝 を 設 け る 軸 部 材 を 樹 脂 製 と し た 場 合 、 共 回 り が 発 生 す る と 磨 耗 が 顕 著 と な
る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 装 着 溝 の 摩 耗 を 防 止 し て 長 寿 命 化 を 図 り 得 る シ ー ル 部 材 装 着 構 造 お よ
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び シ ー ル 部 材 共 回 り 防 止 軸 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 以 下 の 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の シ ー ル 部 材 装 着 構 造 は 、 互 い に 同 心 的 に 相 対 回 転 自 在 に 組 み 付 け ら
れ る ２ 部 材 間 の 環 状 隙 間 を シ ー ル す る も の で 、 ゴ ム 状 弾 性 材 製 の 環 状 の シ ー ル 部 材 が 一 方
の 部 材 に 設 け ら れ た 装 着 溝 に 装 着 さ れ 他 方 の 部 材 に 摺 動 自 在 に 密 封 接 触 す る シ ー ル 部 材 装
着 構 造 に お い て 、 前 記 装 着 溝 の シ ー ル 部 材 が 密 接 す る 溝 側 面 に シ ー ル 部 材 が 部 分 的 に 食 い
込 ん で シ ー ル 部 材 の 相 対 回 転 を 阻 止 す る 回 転 防 止 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 一 方 の 部 材 の 装 着 溝 の 溝 側 面 に 密 接 す る シ ー ル 部 材 が 回 転 防 止 手 段
に 部 分 的 に 食 い 込 む 。 そ の た め 、 他 方 の 部 材 と シ ー ル 部 材 と の 摺 動 摩 擦 ト ル ク が シ ー ル 部
材 と 装 着 溝 と の 静 止 摩 擦 ト ル ク よ り 大 き く な っ た と し て も 、 シ ー ル 部 材 と 回 転 防 止 手 段 と
の 食 い 込 み 係 合 に よ っ て 回 転 が 規 制 さ れ る 。 従 っ て 、 シ ー ル 部 材 の 共 回 り を 防 止 で き 、 装
着 溝 と シ ー ル 部 材 と の 摺 動 磨 耗 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 、 前 記 回 転 防 止 手 段 は シ ー ル 部 材 が 部 分 的 に 食 い 込 む 切 欠 き で あ る と よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 簡 単 な 構 成 で シ ー ル 部 材 の 共 回 り を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 装 着 溝 が 設 け ら れ る 部 材 は 軸 部 材 で あ る と よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 、 前 記 軸 部 材 は 樹 脂 成 形 品 で あ る と よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う に 、 軸 部 材 を 樹 脂 成 形 品 と し て も 摺 動 磨 耗 を 防 止 で き る の で 、 部 品 の 軽 量 化 ，
長 寿 命 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 切 欠 き は 前 記 軸 部 材 の 断 面 中 心 を 通 る 第 １ 中 心 線 に 対 し て 平 行 に 設 け ら れ て い る
と よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 切 欠 き を 型 成 形 で 成 形 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の シ ー ル 部 材 共 回 り 防 止 軸 部 材 は 、 ハ ウ ジ ン グ の 軸 孔 に ハ ウ ジ ン グ に 対 し
て 所 定 の 環 状 隙 間 を 介 し て 相 対 回 転 自 在 に 組 み 付 け ら れ る も の で 、 外 周 に シ ー ル 部 材 が 装
着 さ れ る 装 着 溝 が 設 け ら れ た 軸 部 材 で あ っ て 、 前 記 装 着 溝 の 溝 側 面 に シ ー ル 部 材 が 部 分 的
に 係 合 し て シ ー ル 部 材 の 相 対 回 転 を 阻 止 す る 回 転 防 止 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 シ ー ル 部 材 と 回 転 防 止 手 段 と の 食 い 込 み 係 合 に よ っ て 回 転 が 規 制 さ れ
、 シ ー ル 部 材 の 共 回 り に よ る 装 着 溝 の 磨 耗 を 防 止 で き 、 長 寿 命 の 軸 部 材 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 、 前 記 軸 部 材 は 樹 脂 成 形 品 で あ る と よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 軸 部 材 の 軽 量 化 ， 長 寿 命 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 上 記 各 構 成 は 、 可 能 な 限 り 組 み 合 わ せ て 採 用 し 得 る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 装 着 溝 の 摩 耗 を 防 止 し て 長 寿 命 化 を 図 る こ と が
で き る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 に 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 、 実 施 例 に 基 づ い て 例
示 的 に 詳 し く 説 明 す る 。 た だ し 、 こ の 実 施 例 に 記 載 さ れ て い る 構 成 部 品 の 寸 法 、 材 質 、 形
状 、 そ の 相 対 配 置 な ど は 、 特 に 特 定 的 な 記 載 が な い 限 り は 、 こ の 発 明 の 範 囲 を そ れ ら の み
に 限 定 す る 趣 旨 の も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ５ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る シ ー ル 部 材 装 着 構 造 お よ び シ ー ル 部 材 共
回 り 防 止 軸 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る シ ー ル 部 材 装 着 構 造 を 示 す 要 部 縦 断 面 図 で あ る 。 図 ２ は 図
１ に 示 す 軸 部 材 を 取 り 出 し て 示 す 正 面 図 で あ る 。 図 ３ は 図 ２ 中 の Ｃ -Ｃ 線 断 面 図 で あ る 。
図 ４ は 装 着 溝 に 装 着 さ れ た シ ー ル 部 材 が 溝 側 面 の 切 欠 き に 食 い 込 ん だ 状 態 を 示 す 図 で あ る
。 図 ５ は 図 ４ 中 の Ｅ 部 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 実 施 例 に 係 る シ ー ル 部 材 ３ ０ は 、 軸 部 材 ２ ０ と こ の 軸 部 材 ２ ０ が 挿 入 さ れ る 軸 孔 を 備
え た ハ ウ ジ ン グ １ ０ 間 の 環 状 隙 間 を シ ー ル す る も の で あ る 。 こ れ ら 軸 部 材 ２ ０ と ハ ウ ジ ン
グ １ ０ は 、 互 い に 同 心 的 に 相 対 回 転 自 在 に 組 み 付 け ら れ る 。 そ し て 、 ゴ ム 状 弾 性 材 製 の 環
状 の シ ー ル 部 材 ３ ０ が 軸 部 材 ２ ０ に 設 け ら れ た 装 着 溝 ２ １ に 装 着 さ れ 、 他 方 の ハ ウ ジ ン グ
１ ０ に 摺 動 自 在 に 密 封 接 触 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 本 実 施 例 に お い て は 、 装 着 溝 ２ １ の 溝 側 面 に シ ー ル 部 材 ３ ０ が 部 分 的 に 係 合 し
、 シ ー ル 部 材 ３ ０ の 相 対 回 転 を 阻 止 す る 回 転 防 止 手 段 と し て の 切 欠 き ４ ０ が 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 軸 部 材 ２ ０ は 円 筒 形 状 の 樹 脂 成 形 品 で あ り 、 そ の 外 周 面 に 断 面 矩 形 状 の 装 着 溝
２ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 装 着 溝 ２ １ は 、 軸 部 材 ２ ０ の 中 心 軸 線 Ｍ に 対 し て 直 交 す る 一
対 の 第 １ 溝 側 面 ２ ２ 及 び 第 ２ 溝 側 面 ２ ３ と 、 軸 部 材 ２ ０ 外 周 に 対 し て 所 定 寸 法 小 径 に 成 形
さ れ た 円 筒 形 状 の 溝 底 面 ２ ４ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 シ ー ル 部 材 ３ ０ は ス ク ィ ー ズ パ ッ キ ン で 、 こ の 実 施 例 で は 断 面 Ｘ 形 状 の い わ ゆ る Ｘ リ ン
ン グ が 用 い ら れ て い る 。 す な わ ち 、 シ ー ル 部 材 ３ ０ は 、 外 径 側 に 第 １ 外 径 リ ッ プ ３ １ 及 び
第 ２ 外 径 リ ッ プ ３ ２ 、 内 径 側 に 第 １ 内 径 リ ッ プ ３ ３ 及 び 第 ２ 内 径 リ ッ プ ３ ４ を 有 し て お り
、 断 面 が Ｘ 字 形 状 を 呈 し て い る 。 外 径 側 の 第 １ 外 径 リ ッ プ ３ １ 及 び 第 ２ 外 径 リ ッ プ ３ ２ が
ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 周 面 １ １ に 摺 動 自 在 に 流 体 密 に 接 触 す る 。 そ し て 、 第 １ 内 径 リ ッ プ ３
３ 及 び 第 ２ 内 径 リ ッ プ ３ ４ が 装 着 溝 ２ １ の 溝 底 面 ２ ４ に 流 体 密 に 接 触 し て い る 。 シ ー ル 部
材 ３ ０ は 、 軸 部 材 ２ ０ の 装 着 溝 ２ １ の 溝 底 面 ２ ４ と ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 周 面 １ １ と の 間 で
径 方 向 に つ ぶ さ れ る 。 そ し て 、 そ の 弾 性 復 元 力 に よ っ て 、 第 １ 外 径 リ ッ プ ３ １ 及 び 第 ２ 外
径 リ ッ プ ３ ２ が ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 周 摺 動 面 に 対 し て シ ー ル 面 圧 を 得 て お り 、 第 １ 内 径 リ
ッ プ ３ ３ 及 び 第 ２ 内 径 リ ッ プ ３ ４ が 溝 底 面 ２ ４ に 対 し て シ ー ル 面 圧 を 得 て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の シ ー ル 部 材 ３ ０ に よ っ て 高 圧 側 流 体 Ｈ と 低 圧 側 流 体 Ｌ が 遮 断 さ れ て お り 、 こ れ ら の
圧 力 差 に よ っ て シ ー ル 部 材 ３ ０ は 低 圧 側 の 第 １ 溝 側 面 ２ ２ に 押 し つ け ら れ て 、 軸 方 向 に 圧
縮 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 低 圧 側 の 第 １ 内 径 リ ッ プ ３ ３ が 第 １ 溝 側 面 ２ ２ に 押 し つ け ら れ る
。 ま た 、 高 圧 側 の 第 ２ 外 径 リ ッ プ ３ ２ と 第 ２ 内 径 リ ッ プ ３ ４ が 押 し 広 げ ら れ 、 第 １ 外 径 リ
ッ プ ３ １ お よ び 第 １ 内 径 リ ッ プ ３ ３ の シ ー ル 面 圧 が 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 切 欠 き ４ ０ は 、 圧 力 差 に よ っ て シ ー ル 部 材 ３ ０ が 押 し つ け ら れ る 装 着 溝 ２ １ の 低 圧 側 の
第 １ 溝 側 面 ２ ２ に 複 数 設 け ら れ て い る 。 こ の 切 り 欠 き ４ ０ は 軸 部 材 ２ ０ の 中 心 を 通 る 第 １
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中 心 線 Ｎ １ に 対 し て 平 行 に 直 線 状 に 延 び 、 所 定 間 隔 で も っ て 複 数 平 行 に 設 け ら れ て い る 。
図 示 例 で は 、 第 １ 中 心 線 Ｎ １ に 対 し て 直 交 す る 第 ２ 中 心 線 Ｎ ２ に 対 し て 左 右 対 称 的 に 同 数
ず つ 設 け ら れ て い る 。 切 欠 き ４ ０ は 第 １ 溝 側 面 ２ ２ の 幅 い っ ぱ い に 延 び て い る の で 、 第 １
中 心 線 Ｎ １ 上 の 切 欠 き ４ ０ が 最 も 短 く 、 第 １ 中 心 線 Ｎ １ か ら 離 れ る に し た が っ て 長 く な っ
て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 た だ し 、 切 り 欠 き ４ ０ は シ ー ル 部 材 ３ ０ の す べ り を 防 止 す る こ と が 目 的 な の で 、 平 行 線
で な く 放 射 線 状 に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 例 の 場 合 、 切 欠 き ４ ０ を 平 行 パ タ ー ン と す る こ と で 、 軸 部 材 ２ ０ の 型 成 形 の 際 に
、 第 ２ 中 心 線 Ｎ ２ を 型 割 り 線 と し て 左 右 の 成 形 型 に 型 割 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、
軸 部 材 ２ ０ の 型 成 形 と 同 時 に 切 欠 き ４ ０ を 成 形 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 切 欠 き ４ ０ を
機 械 加 工 す る 場 合 に は 、 平 行 パ タ ー ン に 限 定 さ れ ず 、 放 射 線 な ど の 斜 め の パ タ ー ン と し て
も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 上 記 実 施 例 に 係 る シ ー ル 部 材 装 着 構 造 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 シ ー ル 部 材 ３ ０ は 、 装 着 溝 ２ １ の 溝 底 面 ２ ４ と ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 周 面 と の 間 で つ ぶ さ
れ る と 共 に 、 高 圧 側 流 体 Ｈ と 低 圧 側 流 体 Ｌ と の 差 圧 に よ っ て 低 圧 側 の 第 １ 溝 側 面 ２ ２ に 押
し つ け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 シ ー ル 部 材 ３ ０ の 低 圧 側 に 位 置 す る 第 １ 内 径 リ ッ プ ３ ３ の 肉
が 部 分 的 に 各 切 欠 き ４ ０ に 食 い 込 む 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 流 体 の 密 封 は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 周 面 と の 摺 動 側 は シ ー ル 部 材 ３ ０ の 第 １ 外 径 リ ッ プ
３ １ 及 び 第 ２ 外 径 リ ッ プ ３ ２ の 密 封 接 触 に よ り 、 装 着 溝 ２ １ と の 静 止 側 は 溝 底 面 ２ ４ と 第
１ 内 径 リ ッ プ ３ ３ 及 び 第 ２ 内 径 リ ッ プ ３ ４ と の 接 触 部 で 密 封 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 軸 部 材 ２ ０ と ハ ウ ジ ン グ １ ０ が 相 対 回 転 し 、 第 １ 内 径 リ ッ プ ３ ３ 及 び 第 ２ 内 径 リ ッ プ ３
４ と 溝 底 面 ２ ４ と の 接 触 部 お よ び 第 １ 内 径 リ ッ プ ３ ３ と 第 １ 溝 側 面 ２ ２ と の 接 触 部 の 静 止
摩 擦 ト ル ク よ り も 、 第 １ 外 径 リ ッ プ ３ １ 及 び 第 ２ 外 径 リ ッ プ ３ ２ の 摺 動 摩 擦 ト ル ク の 方 が
大 き く な っ た と し て も 、 切 欠 き ４ ０ に 対 し て 第 １ 内 径 リ ッ プ ３ ３ が 部 分 的 に 食 い 込 ん で い
る の で 、 シ ー ル 部 材 ３ ０ の 回 転 が 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 切 欠 き ４ ０ は 第 １ 溝 側 面 ２ ２ に 設 け て い る だ け な の で 、 静 止 側 の シ ー ル 機 能 は 溝
底 面 ２ ４ と 第 １ 内 径 リ ッ プ ３ ３ 及 び 第 ２ 内 径 リ ッ プ ３ ４ に よ っ て 維 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 例 で は 、 低 圧 側 と な る 第 １ 溝 側 面 ２ ２ に だ け 切 欠 き ４ ０ を 設 け た 例 を 示 し た が 、
第 １ 溝 側 面 ２ ２ と 第 ２ 溝 側 面 ２ ３ の 両 方 に 切 欠 き ４ ０ を 設 け て よ い 。 こ の よ う に す れ ば 、
い ず れ が 低 圧 側 に な っ た 場 合 に も 対 応 可 能 で あ る し 、 高 圧 側 と 低 圧 側 が 変 化 す る よ う な 場
合 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 例 で は シ ー ル 部 材 と し て Ｘ リ ン グ を 例 に と っ て 説 明 し た が 、 Ｏ リ ン グ ， Ｄ
リ ン グ 等 の ス ク ィ ー ズ パ ッ キ ン な ど に 広 く 適 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 実 施 例 で は 、
軸 部 材 側 に シ ー ル 部 材 の 装 着 溝 を 設 け た シ ー ル 部 材 装 着 構 造 に つ い て 説 明 し た が 、 ハ ウ ジ
ン グ 側 に シ ー ル 部 材 の 装 着 溝 を 設 け 、 シ ー ル 部 材 の 内 周 側 が 軸 部 材 と 摺 動 接 触 す る よ う な
タ イ プ の シ ー ル 部 材 装 着 構 造 に つ い て も 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る シ ー ル 部 材 装 着 構 造 を 示 す 要 部 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 図 １ に 示 す 軸 部 材 を 取 り 出 し て 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 図 ２ 中 の Ｃ -Ｃ 線 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 図 ４ は 装 着 溝 に 装 着 さ れ た シ ー ル 部 材 が 溝 側 面 の 切 欠 き に 食 い 込 ん だ 状 態 を 示 す
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 図 ４ 中 の Ｅ 部 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ ０ 　 ハ ウ ジ ン グ
　 １ １ 　 内 周 面
　 ２ ０ 　 軸 部 材
　 ２ １ 　 装 着 溝
　 ２ ２ 　 第 １ 溝 側 面
　 ２ ３ 　 第 ２ 溝 側 面
　 ２ ４ 　 溝 底 面
　 ３ ０ 　 シ ー ル 部 材
　 ３ １ 　 第 １ 外 径 リ ッ プ
　 ３ ２ 　 第 ２ 外 径 リ ッ プ
　 ３ ３ 　 第 １ 内 径 リ ッ プ
　 ３ ４ 　 第 ２ 内 径 リ ッ プ
　 ４ ０ 　 切 欠 き
　 Ｍ 　 中 心 軸 線
　 Ｎ １ 　 第 １ 中 心 線
　 Ｎ ２ 　 第 ２ 中 心 線
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(6) JP 2006-64111 A 2006.3.9
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